
圭
日
評
と
紹
介
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田
中
官
二
著
『
名
づ
け
の
民
俗
学

1
地
名
・
人
名
は
ど
う
命
名
さ
れ
て
き
た
か
』

本
書
は
、
成
城
大
学
名
誉
教
授
の
田
中
盲
二
氏
に
ょ
る
も
の

で
あ
る
。
田
中
氏
は
日
本
民
俗
学
を
専
攻
し
、
特
に
年
中
行
事

の
研
究
を
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
氏
は
命
名
の
研
究
に
深
く
関
心

が
あ
り
、
そ
の
講
義
の
内
容
を
書
き
下
ろ
し
た
の
が
本
書
で
あ

る
。
命
名
に
関
す
る
日
本
民
俗
学
や
人
類
学
的
研
究
は
少
な
く

な
い
。
本
書
の
特
徴
は
、
従
来
の
「
名
づ
け
的
命
名
」
に
対

し
、
「
名
の
り
的
命
名
」
、
「
期
待
地
名
」
と
い
っ
た
切
り
口
か

ら
「
名
づ
け
」
と
い
う
営
為
を
再
考
す
る
試
み
で
あ
る
。
本
書

目
次
に
は
章
立
て
番
号
が
確
雫
き
な
い
が
、
全
五
章
に
区
分

で
き
る
。
以
下
、
各
章
に
便
宜
上
番
号
を
振
り
、
本
書
の
構
成

と
内
容
が
明
確
に
な
る
よ
う
書
評
を
行
う
。

第
一
章
「
物
に
名
を
つ
け
る
こ
と
」
で
は
、
日
本
民
俗
学
に

お
け
る
命
名
研
究
の
歴
史
命
名
体
系
、
命
名
の
力
に
つ
い
て

概
説
さ
れ
る
。

日
本
民
俗
学
で
は
、
早
く
(
昭
和
初
期
)
か
ら
、
人
び
と
の

生
活
の
構
造
を
解
明
す
べ
く
命
名
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
命

名
研
突
を
先
導
し
た
の
は
柳
田
国
男
で
あ
る
。
『
地
名
の
研
究
』

で
は
、
地
名
や
地
形
か
ら
地
域
開
発
の
履
歴
や
可
能
性
が
考
究

さ
れ
た
。
『
娼
牛
三
『
野
草
雑
記
』
、
『
野
鳥
雑
記
』
で
は
、

生
物
の
名
前
の
分
析
か
ら
、
生
物
に
対
す
る
人
び
と
の
ま
な
ざ

し
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
さ
ら
に
柳
田
は
、
各
地
域
の
物
・
行

為
・
行
事
に
関
す
る
一
磊
表
現
資
料
集
成
で
あ
る
「
分
類
椿

語
章
」
を
編
纂
執
筆
し
た
。
柳
田
の
命
名
研
究
は
、
名
前
に
と

貴
志
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ど
ま
ら
ず
、
人
び
と
の
造
語
力
を
追
求
し
た
。

柳
田
以
降
の
命
名
研
九
九
は
、
主
に
固
有
名
包
向
か
っ
た
。

淡
敬
三
『
日
本
魚
名
集
覧
』
で
は
、
魚
名
の
収
集
・
分
類
・

考
察
が
行
わ
れ
た
。
川
名
興
は
、
植
物
名
に
オ
ジ
イ
の
よ
う
な

栗
つ
け
ぱ
本
物
に
類
似
し
た
植
物
で
あ
る
こ
と
を
具
体
的
に

解
明
し
た
。
地
名
と
実
生
活
の
関
係
に
注
意
が
向
け
ら
れ
た
谷

川
健
一
編
『
地
名
の
研
究
』
、
千
葉
徳
爾
『
地
名
の
民
俗
誌
』

な
ど
の
研
究
も
日
本
民
俗
学
の
命
名
研
突
を
推
し
進
め
た
。

現
在
の
日
本
民
俗
学
は
、
町
村
合
併
な
ど
に
ょ
り
消
失
す
る

地
名
の
保
護
に
活
発
で
は
な
い
が
、
資
料
の
蓄
積
は
行
わ
れ
て

い
る
。従
来
の
命
名
研
突
は
、
造
語
法
に
よ
り
、
的
確
さ
や
命
名
の

由
来
を
重
視
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ぱ
、
犬
(
一
次
命

名
)
 
1
飼
い
犬
(
二
次
命
名
)
 
1
柴
犬
(
三
次
命
名
)
 
1
ぽ
ち

(
四
次
命
名
)
。
一
次
命
名
は
幼
児
で
も
理
解
で
き
る
。
二
次
命

名
以
下
に
な
る
と
雑
種
と
し
て
一
括
さ
れ
、
個
々
の
名
前
に
関

心
を
持
た
な
い
心
性
や
生
き
方
が
問
題
と
な
る
。
一
方
で
、
三

次
命
貿
四
次
命
名
ま
で
愨
に
細
分
化
さ
れ
る
。
命
名
研
究

は
、
も
は
や
単
な
る
日
本
民
俗
学
の
嘉
芸
術
や
口
承
文
芸
研

究
の
枠
を
超
え
て
い
る
。

命
名
の
主
な
目
的
は
モ
ノ
の
記
号
化
と
弁
別
で
あ
る
が
、
忌

み
言
葉
祝
い
言
葉
呪
文
・
唱
え
言
に
確
認
で
き
る
よ
う

命
名
に
は
言
葉
に
宿
る
霊
力
ヘ
の
期
待
も
込
め
ら
れ
て
き

こ
、

第
二
章
「
生
活
か
ら
地
名
が
生
ま
れ
る
」
で
は
、
日
本
に
お

け
る
地
名
の
研
突
史
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
様
々
な

自
然
環
境
を
利
用
し
て
生
き
る
人
び
と
と
地
名
と
の
関
係
が
日

本
民
俗
学
の
事
例
研
究
か
ら
譜
さ
れ
る
。

日
本
の
地
名
研
究
は
平
安
時
代
に
源
順
『
和
名
類
聚
抄
』

に
ょ
っ
て
始
ま
っ
た
。
江
戸
時
代
に
地
名
研
究
は
本
格
化
し
、

新
井
白
石
『
地
名
河
川
両
字
通
用
考
』
や
本
居
宣
長
『
国
号

考
』
の
研
究
も
確
雫
き
る
。
地
名
の
分
析
手
法
は
、
地
名
の

漢
字
表
記
や
漢
字
の
意
味
に
頼
る
語
源
解
釈
が
主
で
あ
っ
た
。

明
治
時
代
に
は
、
吉
田
東
伍
『
大
日
本
地
名
辞
室
昌
が
編
纂

さ
れ
、
『
地
名
学
研
究
』
雑
系
刊
行
さ
れ
る
な
ど
地
名
研
究

が
進
展
し
た
。
現
地
調
査
に
基
づ
く
客
観
的
か
つ
音
韻
分
析
に

よ
る
厳
密
な
調
査
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

た
。
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昭
和
時
代
に
な
る
と
、
『
日
本
歴
史
地
名
体
系
』
や
『
角
川

日
本
地
名
大
辞
典
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
世
間
で
は
、
自
然
開
発

に
よ
る
地
名
の
消
滅
が
危
倶
さ
れ
、
地
名
の
重
要
性
が
人
び
と

の
問
で
ょ
り
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
民
俗
学
が
地
名
研
究
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
く
二
つ

に
分
け
ら
れ
る
。
「
生
活
に
密
着
し
た
小
さ
い
地
名
」
と
「
士

地
の
利
用
者
・
生
活
者
の
視
点
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
士
地
利

用
の
工
夫
地
形
、
自
然
現
象
出
来
事
な
ど
ヘ
倫
識
や
継

承
の
さ
れ
方
が
調
査
研
突
対
象
と
な
っ
た
。

近
午
積
極
的
な
地
名
研
突
は
日
本
民
俗
学
で
は
停
滞
気
味

で
あ
る
が
、
自
治
体
史
@
に
お
い
て
進
ん
で
い
る
。

本
章
の
最
後
で
、
具
体
的
な
地
名
の
付
け
ら
れ
方
が
、
山
、

、
、

海
、
耕
作
地
、
災
害
地
を
例
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

山
に
つ
い
て
は
、
山
に
残
る
雪
の
形
「
玉
ヨ
形
」
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
雪
形
(
雪
名
)
は
農
作
業
の
時
期
を
物
象
化
し
た
残

雪
の
形
で
あ
り
、
自
然
の
機
微
を
生
活
に
織
り
込
ん
だ
白
然
暦

で
あ
る
。

川
で
は
、
川
筋
の
岩
の
あ
る
地
点
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い

る
。
川
筋
の
岩
は
、
川
を
生
業
に
す
る
者
に
と
っ
て
、
水
量

漁
の
仕
方
舟
の
動
か
し
方
な
ど
を
知
る
上
で
重
要
な
表
徴
で

あ
る
。
ま
た
、
危
険
を
身
体
罷
憶
す
べ
く
用
心
の
対
象
で
あ

る
。
海
は
、
漁
師
の
間
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
海
底
地
名
と
そ
れ
を

船
上
か
ら
見
え
る
景
色
な
ど
を
基
罷
憶
す
る
山
ア
テ
の
知
識

が
必
要
と
さ
れ
る
。

耕
作
地
は
占
有
地
名
の
代
表
で
あ
り
、
地
名
の
大
部
分
を
占

め
る
。
地
名
は
、
地
秀
け
で
な
く
、
祭
礼
や
穀
物
の
神
聖
性

な
ど
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

災
害
地
名
は
、
二
0
三
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
災
害
に
関
連
す
る
語
を
含
む
地
名
は
す

べ
て
が
災
害
地
名
で
は
な
い
が
、
油
断
は
で
き
な
い
。

第
三
章
「
地
域
名
の
展
開
」
で
は
、
国
・
郡
・
郷
・
村
な
ど

公
的
な
地
域
名
(
公
的
地
名
)
が
い
か
に
歴
史
の
舞
台
に
登
場

し
、
一
方
で
減
っ
て
い
っ
た
の
か
が
追
求
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

公
的
地
名
を
決
め
る
上
で
の
諸
定
義
の
吟
味
が
な
さ
れ
、
著
者

独
自
の
「
期
待
地
名
」
と
い
う
定
義
と
そ
の
重
要
性
が
説
か
れ

る
。
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国
・
郡
・
郷
と
い
っ
た
公
的
地
名
は
平
安
時
代
前
期
に
は
存

在
し
た
。
中
出
に
な
る
と
検
地
の
た
め
村
が
出
現
し
た
。
人
口

が
増
え
る
と
町
が
誕
生
し
た
。
近
代
に
入
る
と
、
県
、
市
町

が
制
定
さ
れ
た
。
村
の
合
併
も
行
わ
れ
、
大
字
、
字
と
い
う
単

位
も
創
ら
れ
た
。
昭
和
三
0
年
代
半
ば
の
高
度
経
済
成
長
期

に
、
大
都
市
近
郊
が
住
宅
造
成
地
と
な
っ
た
。
結
果
歴
史
あ

る
大
字
や
字
の
地
名
が
消
气
新
た
な
住
民
の
意
気
込
み
や
夢

が
盛
り
込
ま
れ
た
「
名
の
り
的
命
名
」
が
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
市
町
村
合
併
で
も
、
お
か
し
な
命
名
が
提
案
さ
れ
物

議
を
か
も
し
た
。
「
名
の
り
的
命
名
」
に
柳
田
国
男
は
批
判
的

で
あ
っ
た
が
、
著
者
は
前
向
き
で
あ
る
。

地
名
の
分
類
は
、
面
倒
か
つ
厄
介
で
、
方
法
が
確
立
さ
れ
て

い
な
い
。
定
義
も
様
々
で
あ
る
が
、
著
者
は
柳
田
国
男
と
吉
田

東
伍
の
分
類
を
大
き
く
評
価
し
て
い
る
。
柳
田
の
地
名
分
類

は
、
一
)
士
地
の
利
用
地
名
、
二
)
占
有
地
名
ご
己
分
割
地

名
で
あ
り
、
こ
の
順
序
で
士
地
が
命
名
さ
れ
て
い
っ
た
と
す

る
。
吉
田
の
地
名
分
類
は
、
お
お
ま
か
に
、
こ
地
形
、
二
)

士
地
の
位
置
・
形
状
・
性
質
ご
己
特
徴
的
な
天
然
物
、
四
)

人
造
の
存
在
物
、
五
)
氏
族
・
部
民
・
人
物
な
ど
の
呼
称
、

六
)
さ
ま
ざ
ま
な
人
事
七
)
移
住
な
ど
に
ょ
り
元
の
地
名
を

移
し
た
も
の
、
で
あ
る
。
柳
田
の
分
類
は
原
理
的
で
あ
り
、
吉

田
の
分
類
は
多
く
の
研
究
者
に
参
考
に
さ
れ
て
い
る
。
以
上
、

様
々
な
定
義
を
踏
ま
え
、
著
者
は
独
自
の
地
名
分
類
の
定
義
を

編
み
出
し
た
。
 
J
 
自
然
地
名
(
四
項
目
)
、
二
)
文
化
地
名

(
五
項
目
)
、
三
)
期
待
地
名
(
一
項
目
)
で
あ
る
。
期
待
地
名

は
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
問
題
に
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
む
し
ろ
、
古
い
地
名
を
破
棄
し
て
命
名
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
郷
楡
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
今
後
、
期
待
地

名
は
ま
す
ま
す
増
え
、
人
び
と
の
士
地
ヘ
総
識
や
士
地
活
用

へ
の
希
望
を
探
る
上
で
無
視
で
き
な
い
。

第
四
章
「
家
の
名
、
人
の
名
」
で
は
、
家
の
名
を
構
成
す
る

苗
字
と
人
の
名
の
名
づ
け
方
に
つ
い
て
日
本
民
俗
学
の
資
料
を

概
観
し
、
現
代
の
名
づ
け
事
情
に
も
触
れ
つ
?
名
づ
け
の
多

様
性
に
迫
る
。

苗
字
は
江
戸
時
代
に
一
般
化
し
、
武
士
以
外
が
公
的
に
名
乗

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
明
治
時
代
に
な
る
と
、
四
民
平
等

の
原
則
か
ら
、
武
家
以
外
で
も
苗
字
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。



田中宣一著『名づけの民俗学一地名・人名はどう命名されてきた力司

- 321-

昭
和
時
代
の
苗
字
も
、
明
治
時
代
の
方
式
が
踏
襲
さ
れ
た
。

和
の
戸
籍
法
は
、
夫
婦
が
苗
字
を
一
に
す
る
も
の
と
し
た
。
近

年
で
は
、
夫
婦
別
姓
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
経
緯
も
あ
り
、
日
本
の
苗
字
は
現
在
三
0
万

ほ
ど
あ
る
。
韓
国
で
は
二
五
0
、
中
国
で
は
五
0
0
ほ
ど
と
さ

れ
る
。同
一
一
田
字
が
多
い
地
区
で
は
、
混
乱
し
な
い
よ
う
屋
号
が
用

い
ら
れ
て
い
た
。
屋
号
は
、
そ
の
位
置
や
地
形
、
家
の
新
旧

家
柄
生
業
に
ち
な
む
も
の
が
多
い
。

家
紋
や
家
印
は
、
家
の
持
ち
主
、
格
式
、
同
族
を
表
し
、
屋

号
と
同
じ
機
能
を
持
つ
。
家
紋
は
平
安
時
代
に
貴
族
や
武
家
の

間
で
発
達
し
、
江
戸
時
代
以
降
一
般
の
家
々
に
も
普
及
し

た
。
西
日
本
に
は
、
女
性
が
嫁
ぐ
際
に
実
母
か
ら
継
承
す
る

「
女
紋
」
も
あ
っ
た
。

名
前
は
、
現
在
、
親
の
自
由
裁
量
に
ょ
る
が
、
子
ヘ
の
何
ら

か
の
期
待
感
の
表
現
で
あ
る
。
名
前
は
ま
た
、
実
名
の
使
用
が

避
け
ら
れ
る
。
特
に
、
上
役
や
年
長
者
の
名
前
を
じ
か
に
呼
ぶ

こ
と
は
敬
遠
さ
れ
る
。

名
前
は
明
治
時
代
以
降
固
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
み
だ
り 刀

口

な
複
名
や
改
名
は
禁
止
さ
れ
た
。
ま
た
、
今
日
、
名
前
の
変
更

は
手
続
き
上
容
易
で
は
な
い
。

名
前
に
は
、
両
親
な
ど
の
思
い
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
近
年
、
子
ど
も
の
名
づ
け
に
は
漢
字
本
来
の
意
眛
を
離

れ
、
様
々
な
自
由
奔
放
で
呈
う
名
前
が
増
え
て
い
る
こ
と
が

問
題
提
起
さ
れ
る
。

日
本
で
は
、
明
治
時
代
か
ら
昭
和
二
0
年
頃
ま
で
、
生
児
の

名
前
は
、
災
厄
や
不
安
定
な
状
態
か
ら
守
る
べ
く
急
い
で
つ
け

ら
れ
た
。
名
前
は
、
人
の
意
思
で
は
な
く
、
カ
ミ
な
ど
超
自
然

的
存
在
か
ら
授
け
ら
れ
る
と
さ
れ
て
き
た
。

名
づ
け
に
は
一
長
が
関
与
す
る
。
例
え
ぱ
、
男
児
が
欲
し
い

の
に
女
児
が
生
ま
れ
た
場
合
、
女
児
の
名
前
を
そ
の
ま
ま
名
づ

け
る
と
、
次
は
男
児
が
生
ま
れ
る
と
い
う
「
類
感
呪
術
」
が
信

じ
ら
れ
た
。

現
代
で
は
、
占
い
師
や
姓
名
判
断
で
命
名
す
る
傾
向
が
増
え

て
い
る
。
合
理
的
な
時
代
で
あ
っ
て
も
、
超
自
然
的
存
在
に
頼

ろ
う
と
す
る
心
性
は
衰
え
な
い
。

第
五
章
「
さ
ま
ざ
ま
な
命
名
」
で
は
、
風
魚
、
蜻
牛
の
名
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称
に
つ
い
て
、
日
本
民
俗
学
の
成
果
を
示
し
つ
つ
紹
介
さ
れ
る

と
と
も
に
、
著
者
の
「
売
り
」
で
あ
る
「
名
の
り
的
命
名
」
の

観
点
か
ら
大
学
名
の
分
析
の
需
的
考
察
が
な
さ
れ
る
。

風
の
名
称
は
全
国
で
Ξ
四
五
誘
ら
れ
て
お
り
、
風
の
特

性
、
人
び
と
の
好
悪
の
他
、
微
妙
な
地
形
の
相
違
細
か
な
場

所
ご
と
の
風
位
な
ど
に
ょ
っ
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
自
然
を
生

業
に
す
る
人
び
と
に
と
っ
て
風
は
重
要
で
、
多
様
な
風
名
が
そ

の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
自
然
利
用
に
縁
の
薄
い
現
代
都
市
部

で
も
「
ビ
ル
カ
ゼ
」
と
い
う
や
っ
か
い
な
突
風
が
認
知
さ
れ
て

い
る
。
魚
に
関
し
て
は
、
ほ
ぽ
渋
沢
敬
三
『
日
本
魚
名
集
覧
』
、
『
日

本
魚
名
の
研
九
九
』
が
底
本
と
な
っ
て
い
る
。
主
に
、
タ
イ
と
オ

コ
ゼ
の
名
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
。
タ
イ
の
名
を
持
つ
日
本
産

魚
類
は
二
百
種
類
を
超
え
る
が
、
生
物
学
的
に
タ
イ
で
あ
る
の

は
マ
ダ
イ
で
あ
る
。
語
源
が
定
か
で
な
い
こ
と
か
ら
、
ど
こ
で

も
タ
イ
で
通
用
し
、
派
生
名
も
多
い
。
タ
イ
と
い
う
魚
名
の
人

気
の
高
さ
も
影
響
し
て
い
る
。
中
央
と
も
関
係
も
深
く
、
美
味

で
あ
る
こ
と
か
ら
他
の
魚
類
の
名
に
も
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
オ
コ
ゼ
の
名
で
は
、
一
般
的
に
口
に
さ
れ
る
オ
コ
ゼ
と
は

オ
ニ
オ
コ
ゼ
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
オ
コ
ゼ
の

名
を
持
つ
魚
は
三
0
種
ほ
ど
で
あ
り
、
発
け
で
な
く
、
イ
タ

チ
、
ヘ
ビ
、
イ
モ
リ
、
毛
虫
や
毒
虫
を
見
か
け
上
の
特
徴
か
ら

オ
コ
ゼ
と
呼
ん
で
い
る
地
域
が
全
国
に
多
い
。

鯛
牛
は
、
種
類
も
方
言
名
も
多
い
。
柳
田
国
男
は
『
鯛
牛

考
』
を
記
し
、
姻
牛
の
方
言
名
と
分
布
、
そ
し
て
方
言
集
圏
論

を
発
表
し
た
。
柳
田
は
、
姻
牛
の
方
言
名
を
、
ナ
メ
ク
ジ
、
ツ

ブ
ラ
、
カ
タ
ツ
ム
リ
、
マ
イ
マ
イ
、
デ
デ
ム
シ
に
お
お
ま
か
に

分
類
し
、
デ
デ
ム
シ
が
中
央
語
で
あ
り
、
周
縁
に
行
く
に
従
っ

て
ナ
メ
ク
ジ
と
変
化
す
る
と
し
た
。
方
言
集
圏
論
は
、
今
日
の

民
俗
学
や
一
嘉
学
の
世
界
で
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

著
者
は
緩
や
か
に
そ
の
問
題
点
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
全
否
定
し

て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
同
様
の
結
果
が
出
た
松
本
修
『
全
国
ア

ホ
・
バ
カ
分
布
図
』
を
取
り
上
げ
、
方
言
集
圏
論
の
新
た
な
資

料
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。

大
学
名
は
、
二
0
 
三
亙
の
資
料
に
ょ
る
と
七
八
0
あ
り
、

学
生
数
は
二
九
0
万
人
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
大
学
の
命
名

を
考
え
た
研
究
は
な
い
。
大
学
名
は
四
分
類
で
き
、
所
在
地

建
学
の
精
神
・
創
立
の
趣
意
創
立
者
名
、
創
立
時
の
年
号
か
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ら
成
る
。
国
公
立
大
学
の
ほ
ぼ
全
部
が
所
在
地
に
よ
る
命
名
で

あ
る
。
し
か
し
、
大
学
の
特
色
が
見
え
に
く
い
。
私
立
大
学
の

場
合
、
約
六
0
0
大
学
の
四
分
の
三
が
、
教
学
の
内
容
と
地
名

を
明
示
し
て
い
る
。
建
学
の
精
神
は
、
私
立
大
学
に
多
い
。
創

立
者
名
と
創
立
時
の
年
号
に
関
す
る
具
体
的
考
察
は
な
い
が
、

日
本
の
大
学
名
は
、
大
学
側
に
よ
る
名
の
り
的
命
名
が
最
も
多

以
上
が
本
書
の
お
お
ま
か
な
内
容
で
あ
る
。
本
書
は
、
正
統

的
な
日
本
民
俗
学
の
立
場
か
ら
の
命
名
研
九
九
書
で
あ
る
。
人
類

学
や
言
重
な
ど
の
分
野
で
も
命
名
研
究
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
が
、
本
書
の
参
考
文
献
の
ほ
と
ん
ど
は
日
本
民
俗
学
に
関

す
る
文
献
が
並
ぶ
。
し
か
し
、
著
者
は
、
命
名
に
関
す
る
理
論

や
エ
ポ
ッ
ク
と
な
っ
た
研
究
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
て
い
る
こ

と
が
行
問
か
ら
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
著
者
は
堅
苦
し
い

理
論
を
極
力
表
に
出
さ
ず
、
命
名
に
関
す
る
易
し
い
事
例
を
随

所
で
紹
介
し
、
命
名
に
対
す
る
我
々
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
従
来
の
研
究
を
佑
瞰
し
た
上
で
、

自
身
の
「
名
の
り
的
命
名
」
(
「
期
待
地
名
」
を
含
む
。
以
下
、

同
様
)
を
世
に
問
う
て
い
る
。

著
者
は
「
名
の
り
的
命
名
」
と
い
う
命
名
法
と
そ
の
研
究
に

つ
い
て
、
新
た
な
領
域
を
創
り
出
し
た
。
「
名
の
り
的
命
名
」

に
関
す
る
研
究
は
、
ま
だ
十
分
に
理
解
さ
れ
て
お
ら
ず
、
体
系

的
な
研
究
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
学
問
で
あ
る
こ

と
を
著
者
は
提
唱
し
て
い
る
。
研
突
材
料
も
豊
富
に
あ
る
。
残

套
が
ら
本
書
で
は
、
参
考
文
献
を
中
心
に
内
容
が
構
成
さ
れ

て
お
り
、
著
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
い
た
「
名
の
り

的
命
名
」
研
九
九
の
厚
い
デ
ー
タ
と
巽
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

エ
ビ
デ
ン
ス
と
な
る
張
や
デ
ー
タ
が
見
え
ず
、
非
常
に

0

い物
足
り
な
い
。
た
だ
、
参
考
文
献
に
は
、
著
者
の
「
名
の
り
的

命
名
」
研
突
の
始
ま
り
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
論
文
一
点
が
収

録
さ
れ
て
お
り
、
著
者
に
と
っ
て
こ
れ
か
ら
の
研
究
で
あ
る
こ

と
が
伺
え
る
。
著
者
は
、
本
書
の
端
々
に
本
書
で
は
ま
か
な
い

き
れ
な
か
っ
た
未
研
突
の
研
究
課
題
に
つ
い
て
書
き
留
め
て
い

る
。
こ
れ
は
御
歳
七
六
歳
に
な
ら
れ
た
著
者
の
研
究
意
欲
の
旺

盛
さ
だ
け
で
な
く
、
若
い
研
究
者
た
ち
へ
の
日
本
民
俗
学
調
査

研
究
の
活
性
剤
と
受
け
取
れ
る
。

評
者
が
本
書
に
興
味
を
抱
い
た
き
っ
か
け
は
、
評
者
白
身
、
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特
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
農
民
や
漁
民
の
自
翁
叩
識
に
つ
い
て
生
態

人
類
学
・
民
族
生
物
学
の
立
場
か
ら
研
究
し
て
い
る
こ
と
に
ょ

る
。
自
然
需
は
環
境
や
生
物
を
資
源
と
し
て
「
名
づ
け
的
命

名
」
を
行
い
、
人
の
自
然
と
の
交
渉
に
役
立
て
る
も
の
で
あ

る
。
人
と
自
然
と
の
交
渉
は
、
生
業
目
的
だ
け
で
な
く
、
自
然

と
遊
ぶ
こ
と
を
始
め
多
岐
に
及
ぶ
。
人
び
と
が
自
然
や
生
物
を

見
る
眼
は
豊
か
さ
を
一
市
び
る
。
評
者
は
、
主
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
魚
、
貝
、
稲
な
ど
に
関
す
る
命
名
に
つ
い
て
調
ベ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
貝
類
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
.

パ
ラ
ワ
ン
島
南
部
の
焼
畑
漁
携
民
モ
ル
ボ
ッ
グ
の
貝
類
総
識

に
関
す
る
事
例
で
あ
る
(
辻
二
0
三
己
。
評
者
は
五
五
種

類
の
貝
類
を
収
集
し
、
そ
れ
ら
の
名
前
利
用
、
民
俗
な
ど
を

聞
き
取
っ
た
。
五
五
種
類
の
う
ち
三
0
種
に
お
い
て
、
命
名
の

意
味
と
パ
タ
ー
ン
が
確
認
で
き
た
。
形
態
(
一
五
種
)
、
習
性

(
八
種
)
、
色
全
種
)
、
道
具
全
種
)
、
味
(
一
種
)
、
採
捕

法
(
一
種
)
に
ち
な
ん
で
モ
ル
ボ
ッ
グ
は
貝
類
の
命
名
を
文
化

に
取
り
込
ん
で
い
る
。
加
え
く
貝
類
の
利
用
に
関
す
る
事
例

は
、
道
具
(
四
例
)
、
噌
好
品
(
二
例
)
、
玩
具
(
二
例
)
、
装

飾
品
(
一
例
)
で
あ
っ
た
。
民
俗
に
関
す
る
事
例
は
、
俗
信

(
四
例
)
、
地
名
(
一
例
)
、
禁
忌
(
一
例
)
、
修
辞
表
現
(
一

例
)
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
サ
ン
プ
ル
数
こ
そ
小
ノ
な
い
が
、

自
翁
乢
識
に
お
け
る
命
名
を
研
究
す
る
こ
と
で
、
人
び
と
の
環

境
や
暮
ら
し
ぶ
り
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
観
念
や
価
値
観
な
ど

頭
の
中
身
の
仕
組
み
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
は
自
翁
山

識
の
観
点
か
ら
、
命
名
、
自
然
文
化
、
心
意
価
値
観
の
相

互
交
渉
を
ひ
も
と
い
て
お
り
、
き
わ
め
て
示
唆
に
富
む
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
社
会
に
お
い
て
も
、
本
書
で
挙
げ
ら
れ
た
名
づ

け
の
文
化
史
は
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
お
そ
ら
く
世
界
各

地
に
お
い
て
も
同
様
の
現
象
あ
る
い
は
本
書
で
す
く
い
切
れ

な
か
っ
た
事
象
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
長
く

ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ス
ペ
イ
ン
系
の
苗

字
を
持
つ
人
び
と
が
多
い
。
中
国
系
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
中
に

は
、
ス
ペ
イ
ン
人
の
迫
害
を
逃
れ
る
た
め
に
改
名
し
た
者
も
い

る
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
の
抵
抗
と
し
て
か
中
国
語
名
を
ス
ペ
イ

ン
語
名
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
苗
字
が
見
受
け
ら
れ
る
。
イ
ス

ラ
ー
ム
の
問
で
は
、
苗
字
に
父
親
の
名
を
名
乗
り
、
代
々
継
承

し
て
い
る
人
び
と
も
い
る
。
先
住
民
の
中
に
は
、
動
植
物
の
名

を
苗
字
や
名
に
し
て
い
る
人
び
と
も
い
る
が
、
植
民
地
制
度
や
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近
代
的
制
度
に
ょ
っ
て
あ
わ
て
て
命
名
を
行
っ
た
結
果
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
幼
名
に
昆
虫
や
動
物
な
ど
の
奇
妙
な
名
を
持
つ
人

び
と
も
い
る
が
、
日
本
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
論
理
で
あ
ろ
う
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
も
ま
た
命
名
に
つ
い
て
ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴
を
持
つ

文
化
圏
で
あ
る
が
、
本
書
の
よ
う
な
本
格
的
な
研
究
は
行
わ
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

「
名
の
り
的
命
名
」
に
つ
い
て
は
危
倶
も
あ
る
。
評
者
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
パ
ラ
ワ
ン
島
南
部
で
主
に
調
査
を
し
て
き
た

が
、
現
在
訪
問
を
控
え
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
領
海
ヘ
の
中
国

の
進
出
と
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
牽
制
、
そ
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激

派
と
そ
れ
に
類
す
る
集
団
の
脅
威
が
あ
る
。
パ
ラ
ワ
ン
島
南
部

は
ま
さ
に
そ
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
か
ね
な
い
状
態
で
あ

る
。
二
0
9
 
午
に
起
き
た
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
同
時
多
発
テ
ロ

「
中
.
=
事
件
」
に
共
鳴
す
る
地
域
住
民
も
い
る
。
評
者
の
現
地

の
友
人
は
、
授
か
っ
た
子
ど
も
に
未
来
ヘ
の
期
待
や
泱
意
を
示

し
て
か
、
同
テ
ロ
の
首
謀
者
と
さ
れ
る
「
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
」
君

と
命
名
し
た
。
日
本
で
も
か
つ
て
、
自
ら
の
赤
ん
坊
に
「
悪

魔
」
と
い
う
名
前
を
付
け
た
両
親
の
訴
え
が
、
役
所
に
ょ
っ
て

強
制
的
に
却
下
さ
れ
た
事
件
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
極
端
な
例

で
あ
ろ
う
か
。
頼
の
期
待
が
子
ど
も
の
将
来
に
有
利
に
働
く
か

は
不
明
で
あ
り
、
憎
悪
を
再
生
産
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か

ね
な
い
。
著
者
は
性
善
説
に
立
っ
て
「
名
の
り
的
命
名
」
を
提

唱
し
て
お
り
、
新
た
に
生
成
さ
れ
つ
つ
ぁ
る
命
名
を
研
突
す
る

こ
と
で
、
よ
り
よ
い
未
来
を
見
据
え
て
い
る
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

命
名
に
つ
い
て
も
そ
れ
ら
を
研
究
す
る
こ
と
で
、
人
び
と
や
社

会
・
国
家
・
世
界
が
抱
え
る
問
題
を
是
正
し
て
い
く
こ
と
が
可

能
で
あ
ろ
う
。
「
名
の
り
的
命
名
」
と
は
単
な
る
命
名
研
究
の

続
編
で
は
な
く
、
人
類
の
未
来
を
ふ
く
よ
か
に
す
る
た
め
の
重

責
の
あ
る
学
儒
域
で
あ
る
。

引
用
文
献

辻
貴
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学
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究
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手
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能
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た
だ
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、
図
表
は
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け
ず
二
弓
一
六
年
七
月
八
日
時

点
)
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